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槇尾川の治水対策に対する意見（委員長／たたき台）
　委員会における審議の結果，以下のように意見をとりまとめた．
○　部会報告の考え方に基づき，「さまざまな降雨により想定される河川氾濫・浸水の危険性から，人命を守ることを最優先する」という基本理念として．地先の危険度を評価し，
○　時間雨量65mm降雨に対して危険度IIを解消することを治水目標とし，その治水手法を検討した．
　検討にあたっては，できるかぎり環境に与える負荷に配慮する必要があるとの共通認識にたち，費用対効果に配慮して検討を行った．
○　「河川改修＋局所改修+堤防補強」案によって
・65mm降雨のさまざまなパタンに対して，危険度IIを解消することができる
・もっともコストがかからない
・環境に対して与える影響も「ダム」案と比較して格段に小さい．
・堤防補強を実施することにより，65mmを越える降雨（超過洪水）に対しても効果を発揮する
ことで，一致が得られた．
○　「河川改修＋ダム＋堤防補強」案については
・65mm降雨に対する治水効果について，詳細な検討がなされておらず，疑問視する意見がある (*)

・コストからみて，「局所改修」案と比較して最小ではない
・環境に対して大きな変化や影響を与える
ことが指摘された．
○　「ダム」案については委員会において詳細な検討がなされたわけではないが，ダムに拠らなくても対応可能な治水手法がある．
○　以上のことから，「河川改修＋局所改修＋堤防補強」案がもっとも妥当な選択であると判断する．
(*)　65ｍｍ降雨でも，降雨パタンによってはダムの治水効果は小さくなる（その集水域が流域の6％しかなく，ダム流域での降雨量が少ない場合には効果が著しく低下する）との意見がある．
